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図 1　平面電波吸収体の敷設前は 3 周波 ( 丸で囲んでいる箇所 ) で規定値 6 dB(6 デシベル ) 以上・同等となっているが、

敷設後は規定値以下となり、サイト特性の改善が確認できた。

クロスミーティング特集1

表面には形状の異なる3種のパッチを周期配
列させ、裏面には金属箔をべた付けしました

（図2）。
　3つの周波数において吸収特性を得るた
めに、電磁界シミュレーターでパターンの
形状や誘電体の厚みなどをいくつも検討し
ました。シミュレーション結果をもとに試
作品にて実験を行い、狙った電波吸収特性
が得られることを確認（図1、青）。先輩職員
には理論的なアドバイスのほか、実験など
でもサポートしてもらいました。
　厚さ1.6 mmと薄型ながら、硬い誘電体
基板なので、足で踏んでも問題のない強度
です。壁面への設置は少し重みがあるため
支え等が必要ですが、床であれば置くだけ
なので設置も大変簡単です。
　ピラミッド型電波吸収体は、広い周波数
に吸収特性を持っています。対して私が開
発した平面電波吸収体は特定の周波数だ
けに吸収特性を持っているため、従来の電
波吸収体を完全に置き換えることはできま
せん。ただし作業エリアに近い部分のピラ
ミッド型電波吸収体を平面電波吸収体に置
き換えることで、放射妨害波試験サイトの
適合性を担保しつつ、作業性を向上させる
ことが可能です（図3）。

例えば無線LAN規格の
電波干渉抑制に応用が可能

　今回開発した電波吸収体は、特定帯域内
で任意周波数の電波を吸収するよう設計

発想の原点は「電波暗室での
作業性を改善したい」

 多摩テクノプラザの電波暗室で
1GHz超の放射エミッション測定
を行う際は、被測定物と受信アンテ
ナとの間の床に電波吸収体を敷設
し測定を行います。電波吸収体は敷
設のしやすさを考慮して発泡材の
ような軽い素材で作られており、作
業中に人がぶつかって壊れてしま
うことがありました。また、位置ず
れによる電波吸収特性の影響が生
じないように、決められた位置に敷
設するよう細かい微調整を行う必
要があります。
　電波吸収体に強度を持たせるこ
とができれば、触れたり踏んだりし
ても壊れず、電波暗室での作業性が
上がると考えました。さらに平面型
であれば位置の精密さが担保でき

ると予想し、平面形状の電波吸収体
の研究に取りかかりました。

特定の周波数の電界強度比を
半分以下にすることを目標に

　1 GHz を超える放射妨害波試験
のサイトの適合性の評価方法とし
て、直接波と周囲の反射波などによ
る間接波の干渉の評価を行う Site 
VSWR 法が国際規格によって定め
られています。Site VSWR 法によ
ると試験サイト内で送信アンテナを
動かした際に、空間電界強度の最大
値と最小値の比が半分（6 dB）以下
でなければいけません（※ 1）。
※ 1 送信アンテナから照射され直接受信アンテナに受
信される電波の他に、暗室内の床や壁に反射し受信さ
れる電波（評価に含めたくない電波）があると、受信
アンテナの電界強度が変化します。送受信アンテナ間
の距離や場所を変化させ、電界強度を測定することで、
規定値を満たす試験サイトであるかを評価します。

GHz 帯 EMI 測定…6 面暗室

一
部
置
換

お問い合わせ
多摩テクノプラザ
電子・機械グループ

TEL 042-500-1263

が可能なため、2.4 GHz帯と5 GHz帯の
ように周波数帯の決まっている無線LAN
帯域の電波干渉抑制にも応用できます。
　無線通信では直接親機から子機に入って
くるもの以外に、親機から出て壁などを反
射して入ってくるものなど、複数の経路で
情報が届いてしまうことがあります。同じ
情報なのに、壁などを反射した情報は、直接
届いた情報よりも少し遅れて入ってくるこ
とになります。送信・受信が１対１の通信の
場合、遅れて届いた情報が邪魔をして、読み
取りができなくなることがあるのです。
　そこで、無線 LAN 規格のような特定
の周波数帯域に限定して平面電波吸収
体を設計し、壁などに設置することで、通
信品質を上げることができます。さらに、
壁等の反射により生じる無線機器の干渉
抑制にも効果が期待できます。確かに反
射があれば電波強度的には強くなるので
すが、情報が読み取れないというエラー
を起こすと、その分情報伝達に時間がか
かってしまいます。通信環境によっては
必ずしも電波強度が強ければ良いという
ことではないのです。
　この研究は2018年9月に学会で口頭発
表を行い、今年5月末には展示会「ワイヤ
レス・テクノロジー・パーク2019」でも発
表を行いました。今後はこの技術を、需要
が高まると予想されるノイズ対策分野や、
電波抑制分野への技術支援に役立てたい
と考えています。

特定帯域内で、任意の周波数の電磁波を吸収できる平面電波吸収体の開発に成功しました。
電子回路に用いられる基板の表面に、複数の共振パターンを製作。一般的なピラミッド型の電波吸収体の一部を平面
電波吸収体に置き換えても、電波暗室の吸収特性を満たすことを確認しました。無線LAN規格の電波干渉抑制のほか、
さまざまな応用が期待できます。電子・機械グループ 小畑 輝 研究員に開発の経緯や過程について聞きました。

PFP-30
（株）リケン環境システム
ポリプロピレンにカーボンを混練し発泡成形した電波吸収体

図 3　実験構成図
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多摩テクノプラザ
電子・機械グループ
研究員

小畑 輝 
お ば た　てる

「平面電波吸収体の活用
法に関する検討」

7 月 5 日（金）
15:00 ～ 15:20 予定

「安全・安心④」
セッションにて

TIRI クロスミーティング
2019 にて口頭発表を
行います。

Cross Meeting

任意周波数の電波吸収特性を持つ
平面電波吸収体
を開発

誘電体

金属箔

各周波数に適用した金属パッチ配列

図 2　
平面電波吸収体の

形状の概念

　電波暗室に従来のピラミッド型電
波吸収体を数多く敷設すれば、すべて
の周波数で規定値を完全に下回りま
すが、作業エリアに近い電波吸収体を
1列分はずしてみると、ある3つの周
波数で規定値を超えてしまいました

（図1、赤）。このままでは試験サイトの
要件を満たしませんが、電波吸収体を
1列分削ったとしても規定値を超えて
しまったわずか3つの周波数につい
てのみ要求をクリアすれば良いこと
がわかりました。そこで、この3つの周
波数に特化した電波吸収体を開発し、
規定値を下回ることを目標にしまし
た。

平面電波吸収体が持つ
さまざまな利点

　平面電波吸収体は電子回路で用い
られる両面銅箔生基板をベースに、

赤：敷設前　青：敷設後
水平偏波
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クロスミーティング特集2

ニトロ多環芳香族化合物の
簡便かつ迅速な
            分析法を開発
ディーゼルエンジンの排気ガスに含まれるニトロ多環芳香族化合物は、
健康に深刻な影響を及ぼす大気汚染物質として問題となっています。
都産技研は東邦大学と共同で、このニトロ多環芳香族化合物の新たな分析法を開発。現在特許出願中です。
城南支所 藤巻康人 主任研究員に研究の意義や特長、今後の展開について聞きました。

これはニトロ多環芳香族化合物に特異的な
現象なので、環境中から採取した試料の中
でニトロ多環芳香族化合物のみを選択して
蛍光増強させるなど、新たな分析前処理法
としての応用展開も期待できます。

大学の研究室と綿密に連携
新たな成果を生み出す

　この研究の基礎となったのは、10年ほど
前から東邦大学の大島 茂 名誉教授が取り
組まれていた芳香族化合物の蛍光増強現象
についての研究です。今は後任の齋藤 敦子 
准教授が引き継いでいますが、そこに私が
行っていた多環芳香族化合物の合成研究や
蛍光体の分光計測の知識を活用するかたち
でコラボレートしました。大学でHPLC（高
速液体クロマトグラフ）などを使った本格的
な実験を行い、私は予備実験のほか都産技研
の装置を利用した機器分析や得られたデー
タの解析を担当しました。一番大変だったの
が対象となる物質の合成・分離精製です。測
定用の標準サンプルが市販されていないた
め、自分で作るところから始めなくてはなり
ませんでした。また、今回見出された蛍光増
強現象は、今までに経験のない特異な現象
だったため、どのような条件で起こり、どの
ような種類の化合物まで適用できるのかと
いった基礎的な知見の収集にも苦労しまし
た。
　成果に関するディスカッションは、大学で
定期的に行い、ときには学食で昼食をとりな
がら議論を交わすこともありました。こうし

て面と向かって話をすることで、自分の頭の
中が整理でき、お互いの視点を比較すること
にもつながり、研究や開発が大きく進展する
きっかけになったと思います。

分析サポート技術・装置の
開発に展開

　私たちが開発した分析法を活用すること
で、これまで複雑で困難だったニトロ多環
芳香族化合物の分析が簡便かつ迅速に行
え、さらに環境分析が進展していくことを
期待しています。今後は、科学的な現象を利
用した分析の技術的なサポートや分析前処
理装置の開発を行い、環境分析の技術を向
上させ、少しでも地球環境の改善に資する
ことができればと思っています。
　本研究に興味を持たれた方は、ぜひお気
軽にお声がけください。技術相談などによ
り、実際に話をすることが新製品や新技術
の開発のきっかけになることもあります。
どんなところにダイヤモンドの原石が落
ちているかわかりません。私たちの技術と
サービスをご活用いただき、面白い製品や
技術を生みだす手助けをさせていただけた
らうれしいです。

PM2.5にも含まれる
ニトロ多環芳香族化合物

　ニトロ多環芳香族化合物（※1）は、大気汚
染物質の一種であり、人体に影響を与える
変異原性（※2）を有することが知られてい
ます。その中の一種が3-ニトロベンズアン
トロン（図1）で、1990年代後半にディーゼ
ルエンジンの排気ガス中から発見され、し
かも当時最強レベルの変異原性をもつこと
がわかり、注目されました。ちょうどそのこ
ろ、学生だった私は3-ニトロベンズアント
ロンに関連する有機半導体の研究を行って
おり、大変驚いたことを覚えています。
　ニトロ多環芳香族化合物は、ディーゼ
ルエンジンの排気ガスだけでなく、大気中
浮遊粉じんや、近年世間を騒がせている
PM2.5の中にも含まれています。健康を脅
かすニトロ多環芳香族化合物の分析を進展
させることは、大気汚染・水質汚濁対策につ
ながり、地球環境の改善に役立つことが期
待されます。しかしながら、ニトロ多環芳香
族化合物は大気中に微量にしか存在せず、
それらの分析には複雑な前処理や高価な分
析装置が必要でした。そこで私たちは、従来
よりも簡単な手法で分析する方法を新たに
開発。ニトロ多環芳香族化合物にあらかじめ

特定の光を照射することで、安価な蛍光検出
器を搭載した分析装置でも高感度かつ簡便
な微量分析が可能になりました。

特定の可視光線を照射するだけで
100倍以上の蛍光増強が可能

　ニトロ多環芳香族化合物の多くは弱蛍光
性（※3）という性質をもちます。蛍光が弱
いと安価な蛍光検出器での分析が困難なた
め、強い蛍光を発する別の物質に変化させる
前処理を行ったり、高価な検出器を使う必要
がありました。しかし、もし何らかの手法で
蛍光を増強できれば、安価な蛍光検出器を
使うことができます。類似の化合物では脱気
下で光照射することによって蛍光を増強で
きる現象が知られていましたので、これを応
用することを考えましたが、この脱気処理に
は手間と時間がかかるため、そのままでは分
析に応用できないことが課題でした。
　本研究で、ニトロ多環芳香族化合物のエ
タノール溶液に対して特定の可視光線を照
射することで、蛍光を元の100倍以上に増
強できることがわかりました（図2）。エタ
ノール溶液では脱気しなくても蛍光増強が
でき、分析前に光を照射するという簡単な前
処理だけで、高感度な定量分析が可能です。

図 2 蛍光増強効果
3 -ニトロベンズアントロンはほとんど蛍光を示さないが、特定の光を照射することで蛍光強度が 100 倍以上に増強される。

※ 1
ニトロ多環芳香族化合物

有機化合物の燃焼過程で生成
する物質の一種。多環芳香族
化合物（炭素が六角形に結合
したベンゼン環が複数連なっ
た化合物）が窒素酸化物と反
応することによって生じる。

※ 2
変異原性物質

DNA に変化を引き起こす作
用を持つ物質。強い変異原
性は発ガン性と密接な関係が
あることで知られている。

※ 3
蛍光

主に紫外線や可視光などによ
り励起された化学物が元の
状態に戻る際に発する光で、
この光の強度や種類を利用し
て物質の微量分析ができる。

図 1
3-ニトロベンズアントロン

O

NO2

芳香族ケトン
エタノール溶媒

先行研究

本研究では

ニトロ化芳香族
エタノール溶媒

照射前

照射後

お問い合わせ
城南支所

TEL 03-3733-6233

蛍光増強

蛍
光
強
度

波長 /nm

高速液体クロマトグラフ
（東邦大学所有）

蛍光分光光度計
（東邦大学所有）

Cross Meeting

「ニトロ多環芳香族化合物
の蛍光増強反応を利用した
環境中微量分析法の開発」

7 月 5 日（金）
15:40 ～ 16:00 予定

「環境・エネルギー③」
セッションにて

TIRI クロスミーティング
2019 にて口頭発表を
行います。

城南支所 
主任研究員

藤巻 康人
ふじまき　やすと
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Event
各分野から注目の発表テーマをピックアップしご紹介します。

その他テーマ含め詳細はウェブサイトにて随時更新中です。

お問い合わせ：クロスミーティング 2019 運営事務局
TEL.03-5644-7499

内　容　
◦都産技研や連携機関による技術シーズの口頭発表
◦都産技研の注力分野の基調講演
◦都産技研本部の見学会

機能性材料 5 日

・空気アトマイズ模擬実験による活性金属粉末製造の検討
・めっきと樹脂粉末レーザ焼結による 3D 配線の実装
・非常用マグネシウム空気電池の開発

生活技術・ヘルスケア 5 日

・肢位の違いが腱振動刺激による運動錯覚に与える影響の解明
・改良型レーザーマイクロダイセクターによる疾患解析の最前線
・医療機器騒音に対する“気になる”感覚定量評価手法の検討

4 日

4 日

4 日

・環境変動にロバストな自動位置復旧のための破綻検出機能の開発
・大型ロボットベース「トーラス」の開発と警備ロボット
 「ペルセウスボット」 への応用

開催概要
日　時　2019年7月4日（木）・5日（金）10：00 ～ 17：00
場　所　都産技研 本部（江東区青海2-4-10）
参加費　無料
参加方法

【基調講演・海外展開特別セミナー】
事前予約制です。ウェブサイトまたはFAXよりお申し込みください。
その他プログラムについては事前予約は不要です。
直接会場にお越しください。

基調講演②基調講演①

海外展開特別セミナー

口頭発表・見学会

TKF オープンフォーラム 警視庁 サイバーセキュリティセミナー

要事前予約

要事前予約

5日  10：00～11：20

5日

早稲田大学理工学術院　教授　
創造理工学部 環境資源工学科
大和田 秀二 氏

ベッコフオートメーション株式会社
ソリューション・アプリケーション・エンジニア
高口 順一 氏

資源循環における最重要技術の一つである成分分離は近年、革新的
な技術開発が進んでいます。この分野における最新の取り組み、東
京2020参画プログラム「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプ
ロジェクト」やその経緯、製造プロセス、小型家電リサイクルについ
て、その動向やその将来像について紹介します。

IoTにより工場内のモノ全てをネットワーク化するスマートファ
クトリーの事例は年々増加しており、また、自動化は不可能とされ
ていた製造プロセスにおいてもAIを用いた知能化の取り組みが
進んでいます。
インダストリー4.0を発端に大きく変革しているものづくりの最新
動向を、製造現場の未来を交えて紹介します。

セミナー「サイバー犯罪の脅威と現状」 ※各回同じ内容です
・サイバー犯罪の現状と手口、その対策方法について
・標的型メール攻撃の体験型デモンストレーション
・Wi-fiを利用したサイバー犯罪の体験

・ミニサイバーEXPO（警視庁による展示・DVD放映）
・関連機関による展示、資料配布
・警視庁協力団体による無料相談ブースの開設

詳細は、都産技研ウェブサイト内
「TIRIクロスミーティング2019」ページをご覧ください。
https://www.iri-tokyo.jp/site/tiri-cm/

「循環型社会構築のための
次世代型リサイクル技術
－2020 都市鉱山メダル製造を含む－」　

「ものづくりにおける
IoT と AI の最新事例と
製造現場の未来」　

海外展開に役立つ情報をご提供します。

要事前予約 4日  10：00～11：20

13：00
～

14：05

  10：30〜
12：00

  14：30〜
16：00

14：05
～

15：05
常 設

15：15
～

16：35

各プログラムの詳細・事前予約方法についてはウェブサイトからご確認ください。プログラム内容は変更になる場合があります。

都産技研や連携機関の研究成果である技術シーズについて、技術分野ごとに口頭発表を行います。
セッション後には関係する都産技研施設の見学会を実施します。装置を見ながら、直接発表者との質疑応答や意見交換
も可能です。発表する技術シーズは特許の実施許諾契約や共同研究などにより、製品化・事業化にご活用いただけます。

口頭発表の様子 見学会の様子

安全・安心 5 日

・金属粉末積層造形材料の超音波疲労試験による疲労特性評価
・生卵の低エネルギー電子線を用いた殺菌処理法の開発
　－卵殻表層の線量分布と生卵内部の制動 X 線による線量の評価－
・言葉の壁を除去した観光案内システムの開発

4 日

ものづくり要素技術
・ダイヤモンドの共擦り研磨法の効率化
・天然繊維の有機導電加工と活用
・3D プリンターでバイオリン、その設計と製作

首都圏公設試験研究機関は連携体（TKF）を組み、中小企業を
支援しています。今年のTKFオープンフォーラムは「次世代
自動車産業の技術支援」をテーマに、最新の動向と各公設試
（埼玉、千葉、神奈川、横浜、東京）の技術支援を一挙にご紹介します。

警視庁では、サイバーセキュリティ対策本部を設置し、中小企業へ
のサイバー攻撃に対する対策の啓蒙活動を行っています。ご自身
のスマートフォンでサイバー空間の脅威を体験できる参加型セミ
ナーのほか、展示や相談ブースによる最新情報の提供を行います。

TIRIクロスミーティング2019

中小企業と技術の出会いの場

TIRI クロスミーティング 2019 開催
　都産技研がこれまでに実施した研究成果や連携機関などが保有する技術シーズを発表し、シーズの活用や共同研究への発展な
ど中小企業との技術マッチングを促進するイベント「TIRI クロスミーティング 2019」を開催します。
　技術開発や製品開発のヒントとなる幅広い分野の口頭発表、見学会に加え、最新の技術動向や市場ニーズなどを解説いただく
基調講演、海外展開に役立つ特別セミナーも行います。
　さらに、7 月 4 日 ( 木 ) は首都圏公設試の取り組みを紹介する「TKF オープンフォーラム」、7 月 5 日 ( 金 ) は警視庁サイバー
セキュリティ対策本部による「サイバーセキュリティセミナー」も同時開催します。たくさんの技術に触れることができるこ
の機会に、ぜひご来場ください。

基調講演は要事前予約 4 日 予約不要 5 日

予 約 不 要

環境・エネルギー
・亜鉛排水規制に対応しためっき前処理洗浄技術の検討
・溶剤蒸気の触媒処理
・白金族の相互分離システムの開発

5 日

計量計測
・電気計測器校正における品質の維持・向上への取り組みとその活用
・座標測定機により測定された幾何偏差の信頼性検証

4 日

IoT
・後付型 IoT 異常検知システムの開発
・クラウド・IoT 活用による「製造設備の診断サービスシステム」の開発
・IoT 用発電靴本底の商品化開発

5 日

4 日ロボット

ジャーナリスト　桃田 健史 氏 

日産自動車株式会社　車体技術開発部 千葉 晃司 氏 

※予約不要です。ご自由にご参加ください。

基調講演
「あなたが、次世代自動車到来時代に
生き残るための方法」　

基調講演

「次世代自動車における軽量化技術について」　

「首都圏公設試験研究機関による支援事例、
研究事例紹介」　

10：30 ～ 11：30 マレーシアの現状と課題

11：30 ～ 11：45 広域首都圏輸出製品技術支援センター
（MTEP）の紹介

13：00 〜 13：10 広域首都圏輸出製品技術支援センター
（MTEP）の紹介

13：10 ～ 14：10 標準化と海外規格・規制対応
14：10 ～ 15：10 標準化と知的財産戦略

15：20 ～ 16：05 国際化に資する新市場創造型標準化制度
について

16：05 ～ 16：50 パネルディスカッション

講師　公益財団法人中小企業振興公社
　　   事業戦略部 国際事業課 海外販路ナビゲータ　大島 晴彦 氏

講師　一般財団法人日本規格協会　標準化アドバイザー　太田 道也 氏
　　　東京都立産業技術研究センター MTEP 専門相談員　石井 満、生島 博

「マレーシアの現状と課題 」　 「国際標準化を活用した海外展開戦略」　

4 日
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会場 担当 種別 テーマ名 講義
（時間）

実習
（時間）

定員
（人）

受講料
（円）

本部
デザイン技術グループ

講習会 表情解析による製品評価 1 2 5 2,300
セミナー 2020年春夏レディスウェア・カラートレンド分析 2.75 - 25 1,400

実証試験セクター 講習会 重大事故防止のためのねじ締結体設計の基礎 2 1 12 2,300

墨田支所 生活技術開発セクター セミナー
赤外線サーモグラフィの基本～適切かつ効果的に熱画像を使用するために～ 2 - 20 1,000

景品表示法・医薬品医療機器等法を踏まえた生体計測による生活製品評価入門（仮） 3.5 - 30 1,700

多摩
テクノプラザ 電子・機械グループ 講習会

【多摩テクノプラザでスタートアップ（電子製品開発編）】はじめての電子回路設計 1.5 3.5 10 3,800

3D-CAD入門 0.5 4 4 3,800

会場 担当 種別 テーマ名 講義
（時間）

実習
（時間）

定員
（人）

受講料
（円）

本部

光音技術グループ セミナー
測光の基礎の基礎　
照明製品スペックシートの読み方から照度シミュレータの簡単な使い方まで 3 - 30 1,500

吸音・遮音材料の評価と予測 3.5 - 20 1,700
表面・化学技術グループ 講習会 プラスチック材料の測定入門 2 3 6 3,800

環境技術グループ セミナー 改正RoHS指令セミナー フタル酸エステル類規制への対応 3 - 30 1,500

ロボット開発セクター 講習会 OpenRTMによるロボット・ソフトウェア開発 1 3 10 3,000
先端材料開発セクター 講習会 有機合成の基礎技術 2.5 2.5 5 3,800

実証試験セクター 講習会 熱拡散率測定 3 3 16 4,600

多摩
テクノプラザ 複合素材開発セクター 講習会

金属腐食の原因究明における腐食生成物の分析 1 2 8 2,300
初心者のための材料・異物分析 2 3 6 3,800

会場 担当 種別 テーマ名 講義
（時間）

実習
（時間）

定員
（人）

受講料
（円）

本部

電気電子技術グループ 講習会 MEMS技術Ⅱ　エッチング 1 3 4 3,000

情報技術グループ 講習会 パソコンを活用した実用熱設計講座 4 2 20 8,100

3Dものづくりセクター 講習会
3D-CAD入門（第3回） 1.5 4 8 4,200
測定器具の使用方法と精度管理 2 4 12 4,600

先端材料開発セクター 講習会 エックス線回折の基礎 3 1.5 6 3,400

城南支所 城南支所 セミナー
初心者のためのやさしい破断面の見方 3 - 30 1,500
設計生産技術のためのICT導入法 3 - 30 1,500

PICK UP
セミナー

2019 年度

実践に役立つ
技術セミナー・
講演会
スケジュール

　都産技研では、主に都内中小企業の方々を対
象に、各種技術セミナー・講習会を開催していま
す。金属加工、電気、光、音、環境、表面、バイオテ
クノロジー、情報、デザイン、先端材料、3Dも
のづくりなどの各分野の基盤技術・技術動向・ト
ピックスなどをとりあげ、実施しています。

技術セミナー・講習会のURL
https://www.iri-tokyo.jp/site/jinzai/seminar-annai.html

内　容　ねじ締結体の設計不備が原因で起きた事故事例を多数紹介し、ねじ締結体の設計基礎に
ついて講義を行います。ねじの締付け管理法の主流となっているトルク法について実験を通して
理解を深めます。実習では、ねじ締付け試験機を用いてボルトの締付け実験を行い、トルク係数を
測定し、軸力のばらつきを把握します。※同じ内容の講習会を年度内に 3 回開催予定（6 月・9 月・12 月）

開
催
概
要

日　時　2019年6月25日(火)13:00～16:15
　　　　（講義2時間、実習1時間）
場　所　都産技研本部
受講料　2,300円　　定　員　12名

重大事故防止のためのねじ締結体設計の基礎

技術セミナー・講習会などの最新情報を「都産技研メールニュー
ス」で配信しています。新たに配信を希望される方は、都産技研
ウェブサイトのメールフォームよりお申し込みください。
https://www.iri-tokyo.jp/site/mail-news/

技術セミナー・講習会の最新情報は、
メールニュースで !

注１)開催時期、テーマ名、内容などにつきましては、変更することがあります。
注２）�受講者募集：開催予定時期の1ヶ月から2ヶ月前よりチラシ、またはウェブサイトの「募集中の技術セミナー・講習会」ページにて行います。
注３)（第○回）と表示のあるテーマは、同様の内容を複数回開催予定です。

種別について：「講習会」は、座学と実習の両方を行います。「技術セミナー」は座学のみを行います。

お問い合わせ：技術経営支援室 技術振興係〈本部〉　TEL 03-5530-2308

6 月

7月

8月
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金属摺動部品の高面圧耐久性を向上させる、高面圧
耐久用潤滑皮膜処理「パプロスライドSP」。写真は「パ
ブロスライドSP」により処理した部品。
共同開発企業：パーカー加工株式会社

毎年発行の「技術シーズ集」や都産技
研ウェブサイトでご覧いただけます。私た
ちの技術と知見を活用し、製品化や事業
化につなげていただければと思います。
ご興味のある企業の皆さまは、ぜひ一度
ご相談ください。

福祉工学会技術賞を受賞しました。
　私たちが研究開発を進める中で、困
難に直面することが多々あります。その
壁を乗り越え、新たなシーズを創出する
ためには何が重要か。それは、研究員一
人一人が状況を把握し、自分で理解し、
考えること。そして、研究テーマと向き合
い、粘り強く一歩一歩前進させていくこと
だと、私は考えています。発想や可能性
を広げるためには、活発に議論できる雰
囲気も大切です。部内の「見える化」に
積極的に取り組み、グループ間の意見
交換や情報共有の機会をより一層増や
していきたいと考えています。

　

　都産技研は2017年度に航空機産業
参入支援事業をスタートしました。その
技術開発を担うのが機械技術グループ
で、これまでに航空機部品などに関する
12件の共同研究を実施しています。
　航空機業界は非常に特殊な業界で、
厳格な国際規格に準じたさまざまなテス
トをクリアすることで、初めて参入が許さ
れます。2019年度のフェーズとして、共
同試作品を米国のメーカーに送り、承認
を受ける予定です。今後も試作、検証、
測定の機能を高め、支援体制の強化を
図り、航空機産業への参入を目指す企
業の皆さまをサポートしていきます。　
　開発第一部が保有する研究成果は、

　開発第一部は、3つの物理系の研究
グループで構成されています。電気電子
技術グループが担当する技術分野は、
電気応用、高電圧、MEMS、高周波。機
械技術グループは振動・制御、熱エネル
ギー加工、金属加工。光音技術グループ
は音響、照明、光学計測を担当していま
す。それぞれの専門分野の技術を活か
し、エレクトロニクスや機能性材料、もの
づくり基盤技術、安全・安心などに関する
研究に取り組み、中小企業の皆さまの課
題解決や製品化・事業化の支援を行っ
ています。
　2018年度は、各グループの研究成果
が製品化されました。自動車衝突防止の
ソフトウェア「FMCWレーダ信号解析シ
ステム」は、電気電子技術グループが

（株）メビウスと共同研究を行い、2017
年度の研究成果を製品化したものです。
光音技術グループでは、多角的偏光イ
メージングシステム「Polamazing®

（ポーラメージング）1000」を、機械技術
グループでは、高面圧耐久用潤滑皮膜
処理「パプロスライドSP」を、それぞれ企
業との共同開発を通じて製品化につな
げました。また、ユニバーサル・サウンドデ
ザイン（株）と光音技術グループの研究
員が共同で手がけた「難聴者向け対話
支援システムcomuoon（コミューン）」
の開発技術が評価され、第二十回日本

物理系の技術開発を行い
中小企業を幅広く支援

航空機産業参入支援事業の
中心となって技術開発を担う

自動車衝突防止ソフトウェア「FMCWレーダ信号解析シス
テム」。自動車用ミリ波レーダーの解析がローコストで可能。
共同開発企業：株式会社メビウス

「Polamazing®︎1000」ガラスなど透明・半透明材料
の歪みや異方性の数値化ができる。
共同開発企業：日本ビジュアルサイエンス株式会社

都産技研の研究開発事業を牽引する開発本部。その中で、物理系の技術開
発を担っているのが開発第一部です。今回、開発第一部長に部の取り組み
や方針、主な研究成果について聞きました。

開発本部 開発第一部長
小林 丈士 

連 載 企 画

部長
INTERVIEW

vol. 1

新たなシーズの
創出に向け、
一歩一歩進んでいく
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株式会社アテック
会長

芦田 拓也 氏

次号予告 強度や耐熱性に優れた脱プラスチック素材

機械・電子設計

図1:　磁石を交互に並べると（N-S配列）、磁界は両方に広がる。
ハルバッハ配列では、磁界が片側に集中する。ハルバッハ配
列を2列（デュアル）向かい合わせるとさらに磁力が強まる。

コギングがないため、軽い力
でもするすると抵抗なく回せ
て発電できる。

開発着手から足掛け6年、技術者6人の血と汗と
知恵の結晶で商品化した。課題はコストと量産化。
モットーは「信用は資本なり」。

写真左：ローター（回転子）。ハルバッハ配列の磁石を外
輪と内輪に向かい合わせて2列（デュアル）に並べて磁
力を高める。右：コイルを収容するステーター（固定子）。

“流血の惨事”を引き起こした
強すぎる磁力

　「磁力が強すぎて、10本すべての指を磁石
で挟んで、“流血の惨事”に見舞われましたよ」
㈱アテックの芦田 拓也会長は、開発当初
の苦労を笑いながらそう振り返ります。そ
の強い磁力があればこそ、損失わずか数%
という超高効率のモーター・発電機は実現
しました。
　モーターが電力を動力に変換する装置な
ら、発電機は動力を電力に変換する装置で
す。両者はいずれもコイルと磁石を持ち、同
じ原理に基づいています。モーターと発電
機のエネルギー変換効率は、磁力の強さに
大きく左右されます。㈱アテックの開発した
モーター・発電機の超高効率の秘密は、
「デュアルハルバッハ配列」と呼ばれる磁石
の並びにあります。
　「ハルバッハ配列」とは、磁石のN極とS
極を90度向きを変えて並べる配列のこと。
磁石の片側に磁界を集中させ、磁力を強め
ることができます（図1）。この配列を「デュア
ル」、つまり2列向かい合わせて並べると、磁

力は単体のハルバッハ配列の2倍になります。
㈱アテックは工学院大学との共同研究で、ロー
ター（回転子）の外輪と内輪にハルバッハ配
列をデュアルに並べることで、強力な磁力によ
る超高効率モーター・発電機を実現しました。
　「磁力が2倍になれば、同じ動力から得られる
電力も2倍。モーターならその逆で、半分の電
力で同じ動力を得られます。強い磁力のおかげ
で、カタログスペック90%台後半という高い変
換効率を実現することができました」(芦田氏)
　ところが、強力な磁力は開発を阻む壁にも
なりました。ローター内に磁石を並べる際に、
磁石どうしがくっついてしまう課題に直面した
のです。指を挟んで血が出るのは日常茶飯
事。製造工程を工夫して、その課題を克服し
ました。

そよ風や小川のせせらぎを
電力に変える仕組み

　㈱アテックのモーター・発電機のもう一つ
の特徴は、コイルに鉄心（コア）を使わない

「コアレス」構造であること。コアがあると、
ローターが回転する際に、がっくんがっくんと

引っかかる動きをします。「コギング」と呼ば
れるこの現象は、小さな動力で電力を得た
い場合に大きな支障となります。
　「コギングがあると、風力発電だと最低で
も風速毎秒4～5 mぐらいは必要です。コ
アレスだとコギングがなく、風速毎秒1.5 m
ぐらいから発電できます。ほっぺたに優しく
感じるそよ風を電力に変えられます。水力
発電なら、小川のせせらぎや田んぼの用水
路でも発電できます」(芦田氏)
　芦田氏は御年78歳になりますが、「超
高効率モーターで世界をまるごと省エネ化
したい」と野望はつきません。
　世界の消費電力のおよそ半分はモー
ターが占め、日本だけでも1億台ものモー
ターが動いていると言われます。モーター
の効率を高めることができれば、大幅な省
エネが実現可能に。昨今、電気自動車やド
ローンなど、モーター駆動の新たな製品群
も増えています。モーターの高効率化に
よって、これらの航続距離を延ばすこともで
きます。モーターには、世界を大きく変える
力があるのです。

SS SSNN

SSNN NN
SS

SS

SS

NN

NN

NN

N-S 配列

磁界が磁石の両側に広がる 磁界が磁石の片側に集中

ハルバッハ配列

50

損失わずか数%。超高効率の
モーター・発電機が世界を変える力に
モーターは、電力を動力に変換する装置です。モーターの電力消費量は世界全体
のおよそ半分を占めるとされますが、そのすべてが動力に変換されるわけではあ
りません。変換過程で、投入電力の数十%程度が失われています。株式会社アテッ
クは、損失わずか数%という超高効率のモーター・発電機の開発に成功しました。

株式会社アテック
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装置の特徴

料金表

電子・機械グループ＜多摩＞     TEL 042-500-1263

設 備 紹 介

電子・機械グループ

S P E C  &  P R I C E

　図1は電子基板を作動させながらノイズを測定
し、可視化した画像です。赤い部分がノイズレベル
が大きいことを示します。この図からノイズ源を特
定し、ノイズの発生防止対策やノイズ電波の遮蔽な
どを検討する材料となります。10 cm角を1 mm
ピッチでスキャンさせた場合、10時間以上かかる
こともありますので、まずは大ざっぱに測定し、強
く放射されている部分のみ狭小ピッチで高精度に
測定すると、効率よく計測できます。

　装置は電波暗箱（電波を遮断する箱）の中に設置され
ており、外部からの電波やノイズの内部反射を抑え、安
定した測定ができます。測定対象の最大高さ、スキャン
範囲を設定すれば、あとは自動的に各部の高さを測定し
スキャンを実行します。
　結果の可視化画像については、ビューアーソフトウエ
アが無償配布されていますので、お持ち帰り後、社内に
おいて結果の確認ができます。

依頼試験料金 中小企業 一般
電子部品試験（近傍界測定）

【最初の 100 測定点】 1,491 円 2,880 円

電子部品試験（近傍界測定）
【以降 100 測定点につき】 462 円 874 円

機器利用料金 中小企業 一般
放射電界測定器

【1 件 1 時間につき】 3,291 円 4,032 円

項目 Gunyucut　GT     仕様
電界測定

( 周波数 / 分解能 )
プローブ (RS E10)
1 MHz ～ 1.5 GHz/1.0 mm

磁界測定
(周波数/分解能)

プローブ ( 上 : CP-2S/ 下 : MP-10L)
10 MHz ～ 3 GHz/0.25 mm
150 kHz ～ 1 GHz/1.0 mm

カメラ範囲 300 mm × 240 mm

測定走査方法 1) XY 平面を同一高さで走査
2) 実装部品高さに合わせて走査

近傍界測定システム

主な仕様

電子基板上のノイズ源の可視化

活用事例

図 1　測定結果画面

装置外観

電子基板を測定している様子

　電子機器を作動させたときに、電子基板上から電波
ノイズが発生することがあります。この電波ノイズ
は、電子機器を誤動作させるなど、他の機器に悪影響
を及ぼすことがあります。このため電波ノイズの放射
が認められた場合、電波ノイズの発生源を把握し、外
部への放射を抑える対策が必須となります。本装置
は、電波ノイズが電子基板のどの部分から放射されて
いるかを測定し、放射強度分布を表示することができ
ますので、放射源近傍の電波ノイズ対策やアンテナ設
計・検査などにご利用いただけます。

お問い合わせ
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アンケートにご協力ください。
アンケートは、ウェブサイトからでも
ご回答いただけます。
こちらの QR コードをお使いください。
今号のチリンは、何ページにいたでしょうか ?
アンケートに答えを書いて送付してください。抽選で記念品をお送りします。

本部 〒135-0064 江東区青海 2-4-10
TEL 03-5530-2111（代表） FAX 03-5530-2765

城東支所 〒125-0062 葛飾区青戸 7-2-5
TEL 03-5680-4632  FAX 03-5680-4635

墨田支所・
生活技術開発セクター

〒130-0015 墨田区横網 1-6-1KFC ビル 12 階
TEL 03-3624-3731（代表） FAX 03-3624-3733

城南支所 〒144-0035 大田区南蒲田 1-20-20
TEL 03-3733-6233  FAX 03-3733-6235

多摩テクノプラザ 〒196-0033 昭島市東町 3-6-1
TEL 042-500-2300（代表） FAX 042-500-2397

バンコク支所（タイ王国） MIDI Building, 86/6, Soi Treemit, Rama IV 
Road, Klongtoei, Bangkok 10110.
TEL 66-（0）2-712-2338  FAX 66-（0）2-712-2339

（地独）東京都立産業技術研究センター

　産業交流展 2019は、首都圏の個性あふれる中小企業の優
れた製品や技術を一堂に展示する、国内最大級の見本市です。
　今回で 22 回目を迎えるこの展示会では、販路開拓や企
業間連携の実現に向けた情報収集・交換の場を求める元気
な中小企業の皆さまの出展を募集しています。詳細は、ウェ
ブサイト（https://www.sangyo-koryuten.tokyo/）
をご覧ください。

産業交流展 2019　出展者募集

産業交流展 検　索

 　　　　　　産業交流展 2019 運営事務局
TEL 03-5320-4672

開 催 日 時 2019年11月13日（水）～ 15日（金）

開 催 場 所 東京ビッグサイト青海展示棟A・Bホール
（江東区青海1-2-33ほか）

主 催 産業交流展2019実行委員会（東京都、都産技研など）

特 別 企 画 基調講演／特別講演などのステージイベント、
出展者交流などの企画を予定

同 時 開 催 世界発信コンペティション表彰式、
東京都経営革新優秀賞表彰式ほか

開催概要
募 集 時 期 6 月上旬開始（予定）

対 象
首都圏（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県）に事業
所を有し、情報、環境、医療・福祉、機械・金属のい
ずれかの分野に属する中小企業・団体など

出 展 料 詳細は産業交流展公式ウェブサイトをご確認ください。

出展募集概要

お問い合わせ

　都産技研は、欧州への輸出など海外展開を目指す方に向
けて、製品安全の考え方と進め方について解説した書籍を
発行しました。都産技研への問い合わせが多い計測・制御・
試験所用機器について、国際規格 IEC61010-1 を中心に
説明しています。CE マーキング、規格の概要・試験方法の
みならず、リスクアセスメントの方法や文書のそろえ方に
ついても記述しています。これから海外展開を考えている企
業の皆さま、製品安全規格に対応する作業を自社で行う際には、
ぜひ本書をご覧ください。

　都産技研の先端材料開発セクターが、「2019 防災産業
展 in 東京」に出展し、都産技研の事業や共同研究にて開発
した非常用マグネシウム空気電池などの紹介を行います。

「2019 防災産業展 in 東京」は、「安全・安心な住・生活環境を
実現する」をテーマに掲げ、住居やインフラ（ライフライン）、
再エネなどに特化した展示会です。
  皆さまのご来場をお待ちしています。

書籍発行のご案内2019 防災産業展 in 東京 出展

開 催 日 時 2019年6月5日（水）～ 7日（金）10：00 ～ 17:00
開 催 場 所 東京ビッグサイト 青海展示棟
小 間 番 号 B-52
入　 場　 料 1,000円（※事前登録者無料）
主催者ウェブサイト https://biz.nikkan.co.jp/eve/bousai/
主 　 　 　 催 日刊工業新聞社
共 　 　 　 催 日本防災産業会議

開催概要

書 　 　 　 名 IEC61010-1適合とCEマーキング対応
計測・制御・試験所用電気機器の製品安全の考え方と実践

定 　 　 　 価 印刷版2,700円、電子版2,200円（※いずれも税別）
発　 行　 日  2019年5月17日
サ　 イ　 ズ B5版（印刷版）
ペ ー ジ 数 180ページ
発 行 株式会社インプレスR&D
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